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他者による自己評価意識尺度作成の試み
－　対人欲求・対人ストレスとの関係　－
An attempt to construct scales of self-consciousness of evaluation by others:
the relations to interpersonal motivations and interpersonal stress
上山　喜寛 　　　　　　　　　　米澤　好史
　　　　　　　 　　　　   UEYAMA Yoshihiro      　　　　　  YONEZAWA Yoshifumi
　　　　　　　　　　（和歌山大学大学院教育学研究科 )　　　　 ( 和歌山大学教育学部 )
　本研究の目的は、他者による自己評価意識尺度を作成し、気持ちと行動の関係、対人欲求や対人ストレスとの関
係について検討することである。行動では気配り、消極的、迎合努力、抑制の４因子、気持ちでは評価不安、好印
象希求、気疲れ、気遣いの４因子が得られた。対人欲求３因子すべてと有意な相関が見られたのは、男では好印象
希求と気配りで、女では評価不安、好印象希求、迎合努力であり、女のほうが他者評価に依存的であった。ストレ
ス頻度、インパクトすべてと有意な相関が見られたのは、男女ともに評価不安のみであった。評価不安は行動４因
子とも相互に影響し合っていた。気疲れは気配り行動の結果、起こると言える。また、賞賛欲求、非拒否欲求には
積極的行動をとる場合と消極的態度をとる場合があった。対人磨耗によるストレスインパクトが気疲れに、ストレ
ス頻度が評価不安に関係していた。このように他者による自己評価意識が対人態度や人間関係に強く影響している
ことを明らかにした。
キーワード：自己意識・自己評価・他者意識・対人態度・人間関係
１．はじめに
　私たちは対人関係を円滑に進めていくために、他者
を気遣ったり、合わせたりなどの気持ちや行動をとる
ことがある。このような気持ちや行動の背景には何が
あるのだろうか。純粋に他者を思いやる気持ちからの
行動であるとも考えられるが、どう思われているか気
になったり、良く思われたい、悪く思われたくないと
いう欲求からの行動とも考えられる。では、他者にど
う思われているか気になるという気持ちが強い人にと
って、対人関係はどのような意味を持つのだろうか。
　岡田（1993）は、現代青年の特質として「ふれあい
恐怖的心性」という、対人関係が深まるような場面を
回避する傾向があるとともに、身近な集団に受容さ
れることに強迫的な努力と気遣いを行う面があること
や、他者から暗いとか面白くない人間だと評価され仲
間はずれにされることを極度に恐れるため、実際以上
に明るく振舞い、深刻な話題を避けるといった傾向が
あるとしている。このことからも、他者にどう思われ
ているか気になる気持ちが強い人は対人関係の中で、
周りを気遣ったり、自分を抑えて無理に合わせたり、
他者の反応に対して不安になって、本来の自分とは違
う行動をしたり、他者の知らないところで気疲れして
いたりする傾向があるのではないだろうか。
　渡部（1999）は対人態度の背後には、“他者から
賞賛されたい欲求”、“他者から拒否されたくない
欲求”、“他者との関係を回避したい欲求”という
三つの独立した欲求が存在するとしている。賞賛され
たい欲求の強い者は積極的に行動し他者の注目を集め
ることによって、拒否されたくない欲求の強い者は個
性を殺し周囲との軋轢を最小限にすることによって、
集団の中に自分の居場所や役割を確保しようとする。
回避したい欲求の強い者は他者からの直接的な拒絶
や批判を回避し自己を防衛している。他者にどう思わ
れるか気にしている人は、ある面では良く思われたい
から、賞賛されたい欲求を強く持つのではないだろう
か。またある面では、悪く思われたくないから、他者
から拒否されたくない欲求を強く持つのではないだろ
うか。一方、他者に悪く思われたくないから、相手に
合わせたり、気遣ったりしているうちに気疲れしてし
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まい、他者との関係を回避したい欲求が高まっている
という一面も持っているのではないだろうか。
　また、現代青年にとって、対人関係の否定的側面が
ストレッサーとなりうることは数多く指摘されている。
　橋本（1997）は対人関係におけるストレスイベント
を、対人葛藤、対人劣等、対人磨耗の三つに分類して
いる。対人葛藤は、日常生活で時々起こる、社会の規
範からは望ましくない顕在的な対人葛藤に関するもの
である。対人劣等は対人関係において劣等感を触発す
る事態やスキルの欠如などに関するものである。対人
磨耗は日常のコミュニケーションにおいて頻繁に起こ
る、社会規範からさほど逸脱したものでない配慮や気
疲れを伴う対人関係がストレスをかけている事態に関
するものである。他者にどう思われているか気にして
いる人は、ある面では気遣いや気配りをするから、対
人磨耗によるストレスをより多く感じているのではな
いだろうか。またある面では、自分を抑えて相手に合
わせたり、良く思われたいと感じたりするなど、自分
に自信がなく、対人劣等によるストレスを多く感じて
いるのではないだろうか。
　対人関係で負担を感じていても、本人の許容範囲で
あったり、何らかの発散方法で対処できていたりする
うちは大丈夫であろう。しかし、負担の限度を超えて
しまうと、本人にとって良くないのはもちろん、身近
にいる人たちにとってもどう対処していいのかわから
ずに戸惑うことになるだろう。他者にどう思われてい
るか気にしている人の気持ちと行動傾向、特性を知る
ことは、他者にどう思われているか気にしている人を
理解するために役立つと考えられる。
　菅原（1984）は自分自身にどの程度注意を向けやす
いかの個人差を測定するものとして自意識尺度を作成
した。辻（1993）は他者への注意の向けやすさや注意
を向ける方向を測定するものとして他者意識尺度を
作成した。どちらも“自分”が“自分”あるいは
“他者”にどの程度注意を向けるかを測定するもの
であり、その主体は“自分”である。しかし、「自
分が他者にどう思われているか気にする人」は気にす
るのは“自分”でありながら“自分”に注意を向
けているのは“他者”である。自意識尺度、他者意
識尺度と異なり、主体の位置が“自分”にも“他
者”にもあり、これまでにない尺度である。
　こうした考えに立ち、本研究では（a）自分が他者
にどう思われているか気にしている人の気持ちと行動
の傾向を確認するための尺度を作成し、（b）気持ちと
行動の関係について、（c）自分が他者にどう思われて
いるか気にしている人の気持ちと対人欲求の関係につ
いて、（d）自分が他者にどう思われているか気にして
いる人の気持ちと対人ストレスイベント尺度との関連
について研究することを目的とする。
２．方法
２．１．質問紙
①他者による自己評価意識尺度（気持ち）：他者にど
う思われているか気にしている人にインタビューを行
い、具体的にどのように気にしているかを質問した。
その中から回答数の多かったものを参考にして作成し
た 28 項目に、平石（1990）の「自己肯定意識尺度」、
植田・吉森（1990）の「日本版 MLAM 承認欲求尺度」、
木内（1995）の「相互独立・相互協調的自己観尺度」、
菊池（1988）の「KISS-18」を参考にした８項目を加
えた 36 項目を作成した。
②他者による自己評価意識尺度（行動）：他者にどう
思われているか気にしている人にインタビューを行
い、気にしているときに具体的にどのような行動をと
るか質問した。その中から回答数の多かったものを参
考にして作成した 27 項目に、平石（1990）の「自己
肯定意識尺度」、植田・吉森（1990）の「日本版 MLAM
承認欲求尺度」、木内（1995）の「相互独立・相互協
調的自己観尺度」、菊池（1988）の「KISS-18」、「向社
会的行動尺度（大学生版）」を参考にした９項目を加
えた 36 項目を作成した。また、他者による自己への
評価意識尺度は気持ちの項目と行動の項目を対応させ
て作成した。
③対人欲求尺度：渡部（1999）が作成したものを用い
た。 “他者から賞賛されたい欲求”、“他者から拒否さ
れたくない欲求”、“他者との関係を回避したい欲求”
に関する項目である。
④対人ストレスイベント尺度（ストレス度）：橋本
（1997）の作成した対人ストレスイベント尺度を用い
た。“対人葛藤”、“対人劣等”、“対人磨耗”に関する
項目である。
⑤対人ストレスイベント尺度（頻度）：同上の尺度の
各項目について、どの程度の頻度で起こったかの評定
を求めた。
⑥対人関係において気にする場面と気にする行動の二
つの質問について自由記述を求めた。
２．２．被調査者と調査実施日　
　和歌山大学学生 190 名（男 85 名、女 105 名）に対
して、2005 年 12 月中旬に実施した。
２．３．手続き
　講義の時間に集団式で質問紙を配布し回答を求めた。
３．結果
３．１．因子分析
　各尺度について主因子法・プロマックス回転による
因子分析を行った。
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　固有値の変動および解釈可能性から、他者による自
己評価意識尺度（行動）では、４因子が抽出された
（Table １）。
　因子１は「自分といるときに居心地がいいと思われ
たいので友だちに気を遣わせないようにする」、「友だ
ちから頼りにされると嬉しいので、友だちが落ち込ん
でいたらメールや電話をして励ます」など、相手に気
を配る行動が負荷しており、“気配り因子”と名付けた。
  因子２は「話し合いなどでは他の人の反応が気にな
るので、自分の意見を言うのは控える」、「偉そうな人
だと思われたくないので、友だちの反対を受けると自
分の考えを変えてしまう」など、相手に対して消極的
で悪く思われたくないから自分を引こうとする控えめ
な態度が負荷しており、“消極的因子”と名付けた。
　因子３は「気が合わないと思われたくないので、気
の合わない人でも無理してつきあう」、「遊びに誘われ
たら、つきあいが悪い人だと思われたくないので、乗
り気じゃなくても無理して参加する」など、悪く思わ
れたくないから我慢して合わせようとする行動が負荷
しており、“迎合努力因子”と名付けた。
　因子４は「友だちの負担を考えてしまうと、自分か
ら相談するのをためらう」、「友だちの負担を考えてし
まうと頼みごとができない」など、自分の気持ちを抑
える行動が負荷しており、“抑制因子”と名付けた。
α係数はそれぞれ .82、.75、.78、.71 であった（以下、
α係数は小数点第３位で四捨五入）。
他者による自己への評価意識尺度（気持ち）では４因
子が抽出された（Table ２）。
　因子１は「先頭に立ってグループを引っ張るのは、
張り切っている人だと思われそうで気にする」、「自分
に自信を持って行動すると、偉そうな人だと思われそ
うで気にする」など自分の評価に敏感で不安に思う気
持ちが負荷しており、“評価不安因子”と名付けた。
　因子２は「自分と一緒にいるときに、居心地がいい
と思われたい」、「自分に対してできるだけ良いイメー
ジを持ってもらいたい」など、良い印象を持ってもら
いたい気持ちが負荷しており、“好印象希求因子”と
名付けた。
　因子３は「本当は気の合う人とだけつきあいたい」、
「遊ぶメンバーの中に気の合わない人がいると、その
人に合わせるのは疲れる」など、人に合わせることや
気を遣うことに疲れている気持ちが負荷しており“気
疲れ因子”と名付けた。
　因子４は「友だちと話すときは、知らない間に友だ
ちを傷つけてしまわないか気をつけて話したい」、「言
い争いになって自分が傷つくよりも友だちが傷つくほ
うが嫌だ」など、相手のことを気遣う気持ちが負荷し
ており、“気遣い因子”と名付けた。α係数はそれぞ
れ .90、.70、.60、.45 であった。
　対人欲求尺度では、渡部（1999）同様、３因子を抽
出した。
　因子１には「みんなから尊敬される人になりたい」、
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など、“他者から賞賛されたい欲求”に関する項目、
因子２には「自分がしたいように行動するよりも、周
囲の人から好まれるように行動したい」など、“他者
から拒否されたくない欲求”に関する項目、因子３に
は「人と深く関わるほど自分の嫌な部分を相手に知ら
れそうで、積極的に人と深く関わりたいと思わない」
など、“他者との関係を回避したい欲求”に関する項
目が負荷した。また、因子間での項目の異動は見られ
なかった。α係数は順に .92、.84、.73 であった。
　対人ストレスイベント尺度では、橋本（1997）と同
様にストレス度、頻度、そしてインパクトとして項目
ごとにストレス度と頻度を掛け合わせたもの（以下イ
ンパクト）にそれぞれ因子分析を行った。
　ストレス度では橋本（1997）と同様、２因子を抽出した。
　因子１には「知人に嫌な顔をされた」など、対人葛
藤と対人劣等に該当する項目が高く負荷し、“顕在
的対人ストレス因子”、因子２には「あまり親しく
ない人と会話した」など、対人磨耗に該当する項目が
負荷し、“潜在的対人ストレス因子”とした。因子
間での項目の異動は、橋本（1997）では、因子２であ
った「上下関係に気を遣った」がどの因子にも属さな
かった。また、橋本（1997）ではどの因子にも属さな
かった「会話中に気まずい沈黙があった」、「親しくな
りたい相手となかなか親しくなれなかった」、「知人に
対して劣等感を抱いた」、「知人が無責任な行動をした」
の５項目が顕在的対人ストレス因子に、「同じことを
何度も言われた」、「誰が悪いというわけでもないとき、
自分から謝った」の２項目が潜在的対人ストレス因子
に含まれた。α係数は順に .92,.72 であった。
　頻度でも橋本（1997）同様、３因子を抽出した。
　因子１には「知人から責められた」などの項目が負
荷したので、“対人葛藤頻度因子”、因子２には「相手
が嫌な思いをしていないか気になった」などの項目が
負荷したので、“対人劣等頻度因子”、因子３には「テ
ンポの合わない人と会話した」などの項目が負荷した
ので、“対人磨耗頻度因子”とした。また、因子間で
の項目の異動は、橋本（1997）では対人葛藤頻度因子
であった「同じことを何度も言われた」がどの因子に
も含まれなかった。そして、どの因子にも属さなかっ
た「知人のストレス発散につきあわされた」、「約束を
破られた」の２項目が対人葛藤頻度因子に、「上下関
係に気を遣った」、「知人に深入りされないように気を
使った」の２項目が対人磨耗頻度因子に含まれた。α
係数は順に .85、.86、.81 であった。
  インパクトについても、橋本（1997）同様、３因子
を抽出した。
　因子 1が「知人が自分のことをどう思っているのか
気になった」などの項目が負荷したので、対人劣等因
子、因子２が「知人とけんかした」などの項目が負
荷したので、対人葛藤因子、因子３が「あまり親し
くない人と会話した」などの項目が負荷したので、対
人摩耗因子とした。因子間での項目の異動は、橋本
（1997）では対人葛藤因子の「知人と意見が食い違っ
た」、「知人が無責任な行動をした」がどの因子にも属
さず、どの因子にも属さなかった「上下関係に気を遣
った」、「知人に深入りされないように気を使った」、「好
意的な人の誘いを断った」、「同じことを何度も言われ
た」の４項目が対人磨耗因子に含まれた。α係数は順
に .89、.84、.81 であった。
３．２．各尺度の相関
　各尺度の相関を Table ３、Table ４、Table ５に示
した。なお、相関表の ** は、相関係数は１％水準で
有意（両側）、* は、相関係数は５％水準で有意（両
側）を表している。
　気持ち４因子と行動４因子の相関は、全体では気持
ち４因子と行動４因子の間には有意な正の相関があっ
たが、男女ともに「気遣い・気疲れ」、「迎合努力・気
疲れ」には有意な相関はなかった。また、女では「迎
合努力・気遣い」、「抑制・気疲れ」、「抑制・気遣い」
にも有意な相関は見られなかった。全体と女で一番相
関が高かったのは「気配り・好印象希求」であるのに
対し、男は「消極的・評価不安」であった。
　次に、気持ち、行動と対人欲求の相関は、全体、男
女ともに、拒否されたくない欲求との間に、すべて有
意な正の相関があった。全体と男では、関係を回避し
たい欲求との間にすべて有意な正の相関があるのに
対し、女では「気遣い」、「気配り」において有意な
相関が得られなかった。全体では、賞賛されたい欲求
と「好印象希求」、「気配り」、「迎合努力」との間に有
意な正の相関が見られたのに対し、男では「好印象希
求」、「気配り」に、女では「評価不安」、「好印象希求」、
「気配り」、「迎合努力」に有意な正の相関が見られた。
対人欲求 3因子すべてにおいて有意な正の相関が見ら
れたのは、全体では「好印象希求」、「気配り」、「迎合
努力」であり、男では「好印象希求」、「気配り」であ
Table 3
各尺度の相関（全体）
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要　No.16　2006
139
り、女では「評価不安」、「好印象希求」、「迎合努力」
であった。
　気持ち、行動とストレス度の相関は、全体と女で
は、顕在的対人ストレスとの間にすべて有意な正の相
関が見られたのに対し、男では「好印象希求」、「気
遣い」、「消極的」との間に有意な相関が得られなかっ
た。全体、男女ともに、潜在的対人ストレスとの間に
「気疲れ」で有意な正の相関が得られ、それ以外では
有意な正の相関が得られなかった。そして、全体、男
女ともに、ストレス頻度３因子、インパクト３因子す
べてと相関が見られたのは、「評価不安」のみであっ
た。また、全体と女では、対人劣等頻度、対人劣等と
の間にすべて有意な正の相関が見られたのに対し、男
では「好印象希求」で有意な相関が見られなかった。
一方、全体と女では、対人磨耗頻度との間に「評価不
安」、「気疲れ」、「抑制」で有意な正の相関が得られた
のに対し、男では「評価不安」、「気遣い」に有意な正
の相関が得られた。
３．３．重回帰分析
　他者による自己評価意識は、気持ちが行動を規定して
いるとも仮定できるが、行動が気持ちに影響している可
能性も考えられるので、２通りの重回帰分析を行った。
　まず、他者による自己評価意識尺度（行動）の４因
子“気配り”、“消極的”、“迎合努力”、“抑制”をそれ
ぞれ目的変数とし、それ以外の 15 因子を説明変数と
して重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。その
結果を Figure １、Figure ２、Figure ３に示した。
　全体では、気配りは「好印象希求」、「賞賛欲求」、「非
拒否欲求」、「評価不安」の影響を受けていた。男ではこ
のうち、「好印象希求」の影響がなかった。女では「賞賛
欲求」の影響がなく、「回避欲求」の影響を受けていた。
　全体では、消極的態度はすべての対人欲求と「評価
不安」の影響を受けている。男ではこのうち、「賞賛
欲求」、「回避欲求」の影響がなかった。女では「賞賛
欲求」の影響がなく、「好印象希求」、「気遣い」、「気
疲れ」の影響を受けていた。
　全体と女では、迎合努力は「非拒否欲求」、「評価不
安」、「気遣い」の影響を受けていた。男ではこのうち、
「非拒否欲求」、「気遣い」の影響がなく、「賞賛欲求」
の影響を受けていた。
　全体と男では、抑制は「評価不安」、「回避欲求」、「気
遣い」の影響を受けていた。女ではこのうち、「気遣
い」の影響がなかった。
　次に、他者による自己への評価意識尺度（気持ち）
の４因子“評価不安”、“好印象希求”、“気疲れ”、“気
遣い”をそれぞれ目的変数とし、それ以外の 15 因子
を説明変数として重回帰分析（ステップワイズ法）を行
った。その結果を Figure ４、Figure ５、Figure ６に
示した。
Table 4
各尺度の相関（男）
Table 5
各尺度の相関（女）
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　全体では、評価不安は「消極的」、「対人劣等」、「対
人磨耗頻度」、「迎合努力」、「抑制」、「気配り」の影響
を受けていた。男ではこのうち、「気配り」の影響が
なかった。女では「迎合努力」、「対人磨耗頻度」の影
響がなかった。
　全体と女では、好印象希求は「気配り」、「賞賛欲
求」、「非拒否欲求」の影響を受けていた。男ではこの
うち、「賞賛欲求」の影響がなかった。
　全体では、気疲れは「気配り」、「対人磨耗」、「回避
欲求」の影響を受けていた。男ではこのうち、「気配
り」の影響がなかった。女でも「気配り」の影響はな
く、「対人劣等」の影響を受けていた。
　全体では、気遣いは「迎合努力」、「抑制」、「気配り」、
「対人劣等頻度」、「非拒否欲求」の影響を受けていた。
男ではこのうち、「迎合努力」、「気配り」の影響がな
かった。女では「抑制」、「気配り」、「対人劣等頻度」
の影響がなく、「顕在的対人ストレス」の影響を受け
ていた。
３．４．自由記述
　自由記述は、まず質問ごとに結果を分類した。
　「気にする場面」では、自分の状況と相手の状況の
二つに分けた。そして、自分の状況の中から、「苦手
な人と会話するとき」などの言語を必要とする他者と
のコミュニケーション状況を『言語』、「相手に対し
てどう反応すればいいか困るとき」などの言語を必
ずしも必要としない他者とのコミュニケーション状況
を『非言語』、「早く部屋を出たいとき」などの必ずし
もコミュニケーションを必要としない状況を『それ以
外』とした。相手の状況も同様に「自分の言葉で相手
が傷ついたとき」などの『言語』、「相手のそぶりがい
つもと違うとき」などの『非言語』、「気まずい雰囲気
のとき」などの『それ以外』に分類した。
　「気にする行動」では、自分に向かう行動と相手に
向かう行動の二つに分けた。そして、自分に向かう行
動も「話し方に気をつける」などの『言語』、「ぼろ
を出さないようにする」などの『非言語』、「礼儀を守
る」などの『それ以外』に、相手に向かう行動も「目
を見て話す」などの『言語』、「控えめに振舞う」など
の『非言語』、「相手が退屈そうにしていないか見る」
などの『それ以外』に分類した。
　「気にする場面」と「気にする行動」について、
χ 2 検定を行った。その結果を Table ６,Table ７に
示した。
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①気にする場面
　全体では『自分・言語』、『相手・それ以外』が比率
的に多く、『自分・それ以外』『相手・言語』、『相手・
非言語』は、比率的に少なかった〔χ 2 ＝ 197.87，
df ＝ 5，p ＜ .01〕。男では『自分・言語』、『相手・そ
れ以外』が比率的に多く、『自分・それ以外』、『相手・
非言語』は、比率的に少なかった〔χ 2 ＝ 73.24，df
＝ 4，p ＜ .01〕。女では『自分・言語』、『相手・それ
以外』が比率的に多く、『相手・言語』、『相手・非言語』
は、比率的に少なかった〔χ 2 ＝ 117.26，df ＝ 5，p
＜ .01〕。
②気にする行動
　全体では『自分・それ以外』、『相手・言語』、『相手・
非言語』が比率的に多く、『自分・言語』、『自分・非
言語』、『相手・それ以外』が比率的に少なかった〔χ 2
＝ 196.00，df ＝ 5，p ＜ .01〕。男では『自分・非言
語』、『自分・それ以外』が比率的に多く、『自分・言
語』、『相手・それ以外』が比率的に少なかった〔χ 2
＝39.21，df＝ 4，p＜ .01〕。女では『自分・それ以外』、
『相手・言語』、『相手・非言語』が比率的に多く、『自分・
言語』、『自分・非言語』、『相手・それ以外』が比率的
に少なかった〔χ 2＝ 143.53，df ＝ 5，p ＜ .01〕。
　③「気にする場面」「気にする行動」クロス集計
「気にする場面」と「気にする行動」のクロス集計の
結果を Table ８、Table ９、Table10 に示した。なお、
結果記述では、『場面』・『行動』の順で表記した。
　全体では『相手・それ以外』・『自分・それ以外』と
『相手・それ以外』・『相手・非言語』が比率的に多か
った〔χ 2＝ 47.41，df ＝ 25，p ＜ .01〕。男では『相
手・それ以外』・『自分・それ以外』が比率的に多かっ
た〔χ 2 ＝ 28.65，df ＝ 16，p ＜ .05〕。女ではどの
状況でも各行動の起こりやすさに差がなかった〔χ 2
＝ 33.70，df ＝ 25，p ＞ .10〕。
４．考察
　相関の結果を見ていくと、男女ともに「気遣い・気
疲れ」、「迎合努力・気疲れ」には有意な相関が見られ
なかった。これは、気遣いや無理して合わせているか
らといって、本人が負担に感じていない、または負担
の許容範囲内であるなら、必ずしも気疲れに直接つな
がらないことを意味しているのではないだろうか。そ
して、全体と女で一番相関が高かったのは「気配り・
好印象希求」であるのに対し、男は「消極的・評価不
安」であった。このことから、女は良い印象を持って
もらいたいから、相手に対して気を配ることが多く、
男は他者からの評価を気にするから、消極的な態度を
とることが多いということが言える。
　気持ち・行動と対人欲求の相関を見ていくと、全体、
男女ともに、拒否されたくない欲求との間には、すべ
て有意な正の相関があった。このことから、他者から
拒否されたくない欲求が強ければ強いほど、評価不安
や好印象希求、気遣いの気持ちが強くなり、気を配
ったり、消極的な態度をとったり、無理して合わせた
り、自分を抑えたりすることで拒否されたくない欲求
を満たそうとし、集団の中で自分の居場所や役割を確
保しようとしていることが言える。そして対人態度の
負担が積み重なって、気疲れへとつながっていくと言
えるのではないだろうか。
　一方、関係を回避したい欲求との相関を見ていく
と、男は関係を回避したい欲求が強ければ、気を遣っ
たり、気を配ることで、他者からの直接的な拒絶や批
判を回避して自己を防衛しようとしているのに対し、
女は関係を回避したいからといって、気遣いの気持ち
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を持ったり、気配り行動をしたりするとは限らないと
言える。
　そして、賞賛されたい欲求が強い人は、積極的に行
動し他者の注目を集めることにより、集団の中で自分
の居場所や役割を確保しようとするから、良い印象を
持ってもらいたい気持ちが強く、気を配ろうとし、無
理にでも合わそうとするのではないだろうか。男の場
合はそれが、より「好印象希求」、「気配り」の方向に
強く、女の場合はそれに加えて、他者からの評価に敏
感になるということが言えるのではないだろうか。
　最後に、対人欲求全体で見てみると、男女ともに
「好印象希求」との間に相関が見られた。男ではそれ
に加えて「気配り」、女では「迎合努力」が対人欲求
との関係が深いと考えられる。また、女で相関が一番
高いのは「拒否されたくない欲求・消極的」、男では
「拒否されたくない欲求・気配り」であった。このこ
とから、女は消極的な態度をとることで、集団に溶け
込もうとするのに対し、男は気を配ることで集団に溶
け込もうとするということが言える。女のほうが男よ
りも消極的な態度で、男は積極的な態度で対人欲求を
解消しようとしていると言えるのではないだろうか。
　気持ち・行動とストレス度の相関を見ていくと、女
のほうが男に比べて対人葛藤や対人劣等に該当する顕
在的対人ストレスをそれぞれの気持ち、行動のときに
よく感じていると言える。
　一方、潜在的対人ストレスとの相関は全体、男女と
もに「気疲れ」で有意な正の相関が得られ、それ以外
の気持ちと行動では有意な相関は得られなかった。潜
在的対人ストレスは親しくない人との会話や上下関係
への気遣いなど、ソーシャルスキルの発揮が要求され
る場面での気疲れの程度であるから、有意な相関が得
られたのが「気疲れ」だけというのは結果として妥当
だと言える。
　ストレス頻度とインパクトとの相関を見ていくと、
ストレス頻度３因子、インパクト３因子すべてと相関
が見られたのは、全体、男女ともに「評価不安」のみ
であった。評価不安を抱える人は他者からの評価態度
に敏感であるから、自然と他者の一挙一動に敏感にな
り、それを気にしすぎるために対人葛藤・対人劣等・
対人磨耗が生じるそれぞれの場面でストレスを感じて
しまうことが多くなるのではないだろうか。
　また、対人劣等頻度、対人劣等は全体と女の気持ち
４因子、行動４因子すべてと有意な正の相関が見られ
た。男では「好印象希求」以外で有意な相関があっ
た。このことから、女のほうが他者に対して劣等感と
それに伴うストレスを感じやすく、その劣等感を払拭
するためにも他者から好印象を持たれたいという気持
ちが強いのではないだろうか。
　一方、対人磨耗頻度との間には、女では「評価不
安」、「気疲れ」、「抑制」に有意な正の相関があったの
に対し、男では「評価不安」、「気遣い」に有意な正の
相関があった。対人磨耗は日常のコミュニケーション
などで起こる、社会規範からさほど逸脱していない配
慮や気疲れを伴う対人関係がストレスをかけている事
態に関するものであるから、対人葛藤頻度以上に他者
の行動や反応に敏感になるだろうし、それに伴う気疲
れも多くなると言える。女ではそれがより顕著である
のに対し、男ではコミュニケーション場面で起こりう
る気遣いに対してストレスを感じていると言える。
　重回帰分析の結果を見ていくと、気配りは好印象希
求、賞賛欲求、非拒否欲求、評価不安の影響を受けて
いる。好印象を持たれたい、賞賛されたいという、相
手から良く思われたいという気持ちとその裏側にある
拒否されたくない気持ち、他者からの評価に敏感にな
り不安に思う気持ちが他者への気配りという形になっ
て現れるのだろう。男では好印象希求との関係がなか
った。女では賞賛欲求との関係がなく、回避欲求との
関係があった。女は男よりも好印象を求める気持ちが
強い一方で、関係を回避したいと思っていても気配り
をすることがわかった。本当は回避したいが、好印象
を持たれたいという気持ちもあるから、気持ちとは違
う行動をとってしまうのではないだろうか。
　消極的態度はすべての対人欲求と評価不安の影響を
受けている。この場合の賞賛・非拒否欲求は気配り
のように積極的な働きかけとなって現れるのではな
く、消極的な方向で働いているのではないだろうか。
賞賛されるために、拒否されないためには積極的にな
るよりも消極的にしておいたほうが好ましいという気
持ちがあるからだと言える。そして回避欲求は関係を
回避したいから積極的になるのを嫌がるから、消極的
態度となり、他者からの評価に対して不安を持つから
積極的な態度をとれないと考えられるのではないだろ
うか。そして、男では賞賛欲求、回避欲求との関係が
なかった。女では賞賛欲求との関係がなく、好印象希
求、気遣い、気疲れとの関係があった。男よりも女の
ほうが消極的態度をとるときに気を使ったり、他者か
らの評価に不安になったりしている気持ちが関係して
いることが示唆された。
　迎合努力は非拒否欲求、評価不安、気遣いの影響を
受けている。拒否されたくない気持ち、他者からの評
価が不安という気持ちがあるから無理をしてでも相手
に合わせると考えられる。相手に合わせないと拒否さ
れてしまう、悪く思われてしまうという気持ちが働
いているのではないだろうか。そして、気遣いの気持
ちは無理をしてでも相手に合わせる行動をとらせてい
る。相手のことを考えているからこその行動だと言え
るのではないだろうか。男では、非拒否欲求、気遣い
との関係がなく、賞賛欲求との関係があった。女は全
体と同様であった。男は女と異なり、相手から賞賛さ
れたい気持ちがあるから無理して相手に合わせようと
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していると言えるだろう。
　抑制は評価不安、回避欲求、気遣いの影響を受けて
いる。他者からの評価に不安があるから自分を抑えた
行動をとろうとし、消極的態度と同様、回避したいか
ら自分を出すような行動を控え、相手のことを考える
から自分を出すのを抑えようとしているのではないだ
ろうか。男は全体と同様であった。女では気遣いとの
関係がなかった。男のほうが女に比べて、気遣いの気
持ちから自分を抑えようとしていることが示された。
　行動４因子を見てみると、男女で行動に影響を与え
ている因子に違いがあることが示された。女では回避
欲求による気配りや、賞賛欲求による迎合努力、非拒
否欲求と消極的態度など、欲求と行動が相反している
ようだが、これは滝上・米澤（2006）が示したように、
女性は、その対人態度において、ネクラ、すなわち対
人ポジティブ性と対人ネガティブ性を同時に持つこと
が多いことと関係があるのではないだろうか。
　また、行動４因子にはすべて評価不安が関係してい
るということがわかった。その評価不安は消極的、対
人劣等、対人磨耗頻度、迎合努力、抑制、気配りの影
響を受けている。このことから、評価不安と行動４因
子は相互に影響を与えていることがわかる。また、対
人劣等、対人磨耗頻度による対人ストレスが評価不安
に関係しているのは日常生活のコミュニケーション場
面で劣等感を感じるとき、他者からの評価にも敏感に
なっているということではないだろうか。男では、気
配りとの関係がなく、評価不安と気配りを除く行動３
因子が相互に影響を与えていることが示された。女で
は、対人磨耗頻度、迎合努力との関係がなく、評価不
安と迎合努力を除く行動３因子が相互に影響を与えて
いることが示された。
　好印象希求は気配り、賞賛欲求、非拒否欲求の影響
を受けている。このことから、気配りと好印象希求は
相互に影響を与えていることが示された。また、賞賛
欲求と非拒否欲求は気配りと好印象希求、両方に影響
を与えていることがわかった。賞賛されたい気持ち、
拒否されたくない気持ちがあるから好印象を持たれた
いと思い、好印象を持たれるために気配り行動をとる
という流れになるのではないだろうか。男では賞賛欲
求との関係がなかった。また、気配りと好印象希求は
相互に影響を与えていなかった。女は全体と同様であ
った。よって女では、好印象希求と気配り、非拒否欲
求は相互に影響を与えていることが示された。
　気遣いは迎合努力、抑制、気配り、対人劣等頻度の
影響を受けている。このことから、迎合努力、抑制と
気遣いは相互に影響を与えていることが示された。そ
して、対人劣等に関するストレスを感じているとき
に、気遣いの気持ちで気配り行動をとるのではないだ
ろうか。男では迎合努力、気配りとの関係はなく、非
拒否欲求との関係が見られた。女では抑制、気配り、
対人劣等頻度との関係がなく、顕在的対人ストレス
との関係があった。よって、男も全体と同様に抑制と
気遣いは相互に影響を与えていることが示された。ま
た、男は拒否されたくないから気遣いを心がけ、女は
ストレスを感じつつも、相手に気遣いを心がけようと
しているのではないだろうか。
　気疲れは気配り、対人磨耗、回避欲求の影響を受け
ている。これは身近な対人関係でストレスを感じると
きや気配りすることで気疲れを感じているからではな
いだろうか。そして、関係を回避したい気持ちを持っ
ていても、他者との関係を回避することができず気疲
れを起こしているのではないだろうか。男では、気配
りとの関係が見られなかった。女でも気配りとの関係
はなく、対人劣等との関係があった。女は男に比べ、
対人ストレスを感じることが気疲れへとつながってい
ると言えるのではないだろうか。
　自由記述から、気にする場面は、『自分・言語』『相手・
それ以外』であり、気にする行動は『自分・それ以外』
『相手・言語』と、対比的結果となった。またクロス
集計から、全体では、場面が『相手・それ以外』で
行動が『自分・それ以外』か『相手・非言語』が比率
的に多かった。これは、自分について気にする場面で
は、『自分・言語』というコミュニケーション時であり、
コミュニケーション状況における自己へのモニター意
識から、相手や自分のいろいろな行動に注意を払うこ
とになる。一方、相手について気にする場面は、『相
手・それ以外』であり、コミュニケーション以前の問
題としての相手状況への敏感性である。その場合、『自
分・それ以外』というコミュニケーション以前の問題
としての態度・行動か、『相手・非言語』という言語
以外での相手へのコミュニケーション態度・行動で対
応しようとしていると言える。たとえば、気まずい雰
囲気で相手の反応が気になるから、相手から変に思わ
れないように、ガサガサしないなどの自分へ向かう行
動をとり、明るく接するなどの相手に向かう行動をと
ろうとしているのではないだろうか。
　また、女はどの状況でも各行動の起こりやすさに差
がなかった。また、女は男に比べて回答数が 100 ほど
多かった。そして、その記述内容も男に比べると具体
的で、細かいところまで状況、行動にこだわってい
た。自分の状況、相手の状況に限らず、女は周りを気
にしていると言える。そして、自分に向かう行動、相
手に向かう行動に限らず、何らかの行動をとってい
る。それが、気配り行動であったり、迎合努力であっ
たり、消極的態度だと言えるのではないだろうか。
　以上から、他者にどう思われるか気にしている人
は、気持ちでは他者からの評価を気にする面、好印象
を希求する面、気遣いの面、気疲れの面を持っている
ことが示された。行動では気配りの面、消極的態度を
とる面、無理して相手に合わせようとする面、自分を
他者による自己評価意識尺度作成の試み
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抑えようとする面を持っていることが示された。重回
帰分析の結果から、評価不安はすべての行動と相互に
影響し合い、気疲れの気持ちは気配り行動の結果、起
こる気持ちだと考えられる。
　対人欲求は気持ち・行動それぞれに影響を与えてい
て、賞賛欲求は気配りや消極的態度、好印象希求に影
響を与えていた。賞賛されるためには気配りなどの積
極的な行動をとろうとする場合と、消極的に自分を引
こうとする態度をとろうとする二つの場合があると考
えられる。非拒否欲求も同様に、拒否されないために
は積極的になるか、消極的になるかの二つの場合が考
えられる。回避欲求は他者との関係を回避することで
自己を防衛しようとする欲求であるから、他の二つの
欲求と異なり、消極的態度や抑制などの自分を引いた
り、抑えたりといった、自分を出さない行動をとるこ
とで関係を回避しようとしていると考えられる。そし
て、関係を回避しようとする上で生じる対人関係に気
疲れを感じているとも考えられる。
　また、対人ストレスは、対人磨耗によるストレスを
感じることが気疲れに、評価不安は対人磨耗によるス
トレスを感じる頻度が関係していることがわかった。
対人磨耗は社会の規範からはさほど逸脱していない
が、配慮や気疲れを伴う対人関係によるストレスであ
るから、気疲れと関係があったのは結果として妥当
だと言える。対人劣等も評価不安に、頻度は気遣いに
関係していた。劣等感によるストレスを感じているか
ら、他者からの評価に敏感になるのではないだろう
か。こうして、他者による自己評価意識の性質によっ
て、異なったストレス状態が生じるのではないかと考
えられる。
　このように、他者の視点を意識した自己評価意識
は、行動面と気持ちの面から捉えることにより、自己
の対人行動、対人意識と密接に関係し合い、対人態度
を形成していることが示された。滝上・米澤（2006）
でも指摘した、対人態度と対人欲求、対人ストレスの
関係は、他者による自己評価意識を媒介としているこ
とが強く示唆された。そしてこうした他者による自己
評価意識という自己像は様々な意欲やストレスとも関
係している（由良・米澤，2005）。このように人間関係
場面における様々な行動分析視点としての自己評価意
識の重要性が指摘できるのである。そして、学校現場
における、こどもの学習支援、対人関係支援、自己理
解支援にも有益な視点を提供できたと言えるだろう。
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